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登録リスト（該当：9件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 上田のシンボル　上田城]	上田のシンボル　上田城	上田城は真田昌幸が1583年に築城を開始した城である。関ヶ原の戦いで、真田昌幸が敗れたことにより天守は解体されたが、石垣や櫓は今でも現存している。また、明治時代初頭には陸軍の分営が置かれたが、その後払い下げられた。何度も戦いの拠点となり、時代によって様々な利用をしてきた上田城だが、現在では観光地と上田の歴史資料として利用されている。春の桜は見どころで、満開の季節には全国から多くの観光客が訪れる。	2023-11-30
	2	[image: 第28号『上田小県における感染症の歴史』]	第28号『上田小県における感染症の歴史』	上田小県近現代史研究会ブックレット第28号『上田小県における感染症の歴史』
【編著・発行】上田小県近現代史研究会
【発行】2021年12月10日
【定価】600円（税別）上田市内の書店でお買い求めください。

　パンデミック（世界的大流行）はこれまでも幾度となく立ち現れ、先人たちもその度に脅かされてきました。多くの命が奪われ、社会活動に支障をきたしました。しかし、その都度全力で立ち向かい、できる限りの対策を講じて乗りこえようとしてきました。なす術もないと思われた時でさえ絶望せず、しばしば神仏に疫病退散を祈り続けました。(略)
　もう一度各章にわたり取り上げたテーマについて、明らかにできた教訓や課題、厳しい条件の中でも命や暮らし、さらには文化を守るための人々の努力があったことを確認してみましょう。（	2022-03-13
	3	[image: ごはんのようい（『西塩田時報』第178号（1938年9月10日）2頁）]	ごはんのようい（『西塩田時報』第178号（1938年9月10日）2頁）	第169号（1937年12月25日）の辺りから急に戦争ムードに突入し、「戦線」「陸軍」「兵隊さん」などととてもレシピどころではない言葉が並んでいた『西塩田時報』であったが、その中に一つほっこりする記事を一つ見つけた。

「尋二西」とあること、この記事が小学校便りであることから、おそらく書き手は10歳以下であろう。そんな子供が、母の頼みを聞いて、妹と思われる「やい子」と一緒にご飯を炊き、茹でたとうもろこしを妹と二人で食べるという内容である。

発行された当時にも、この記事を読んで心が癒された人は多かっただろう。


▼資料出典元
#792 『西塩田時報』第178号(1938年9月10日)2頁	2022-02-09
	4	[image: 4　年表からひもとく]	4　年表からひもとく	坂井村誌内の年表を一部引用し、特に重要な部分をまとめた。

昭和12年（1937年）

・盧溝橋事件が勃発。村内の予備兵に召集下令があり、村内に一気に緊張感が流れた。
・銃後後援会（後に奉公会）結成、村防護団結成・応召家庭の農作業奉仕。
・軍の指示により、初めて防空演習が行われる。
・国防婦人会結成（全村）、国民精神総動員長野県実行委員会（会長・県知事）坂井村支部（支部長・村長）結成。
⇒日中全面戦争の開始に伴って始められた、国民の戦争協力を促す官製国民運動。「精動」と略されることもある。1937年（昭和12）8月第一次近衛文麿(このえふみまろ)内閣は「国民精神総動員実施要綱」を閣議決定し、同年10月「挙国一致、尽忠(じんちゅう)報国、堅忍(けんにん)持久」のスローガンのもとに国民精神総動員	2022-01-29
	5	[image: 壮行會]	壮行會	こちらの記事は小學校での行事を示した記事である。
今と少し異なるところが5月27日と3月10日に行われた行事だ。
5月27日には海軍記念日として登山を、3月10日には陸軍記念日として記念講話を行っている。これらはどちらも軍を重んじた行事であり、小學校からこのようなことが行われていたと言うことを生の資料から受け取ることができた。

記事はこちらから
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0078.jpg	2022-01-25
	6	[image: 大湯]	大湯	見つけた温泉の2つ目がこの大湯だ。別所温泉にも同じ名前の温泉があり、見つけたときは驚いた。こちらには養遐齢という大きな額があり(撮り忘れました)、意味としては「養遐」が長生き、長寿を意味し、この大湯に入り長生きをするようにという願いが込められている。この額は陸軍軍医総督の松本順によって書かれたものになる。	2022-01-23
	7	[image: 仁古田飛行機製造地下工場跡]	仁古田飛行機製造地下工場跡	第二次世界大戦中、空襲で被害を受けた名古屋の航空機工場を移設するために建設された。内部に入ることはできない。他にもあったようだが老朽化によって崩れてしまったらしい。中は暗く、とても不気味で自分は間際まで近づくことができなかった。	2021-05-05
	8	[image: 上田飛行場跡]	上田飛行場跡	第二次世界大戦中、軍用機の訓練場として利用された飛行場。現在は上田千曲高等学校などになっており、元関係者、地元住民により「碑」が建てられた。今現在は町とし上書きされてしまっており、面影もなくなっている。飛行場があったということを伝えるためにも、碑はとても重要だと感じた。	2021-05-05
	9	[image: 国立小諸療養所(現小諸高原病院)の旧門柱]	国立小諸療養所(現小諸高原病院)の旧門柱	陸軍軍医学校小諸療養所が前身だったのですね。

病院の沿革はこちらにでています。
http://bit.ly/2JNq6Hn

沿革
昭和18年7月31日	陸軍結核治療研究機関として建物が落成
昭和19年1月19日	陸軍軍医学校小諸診療所として開所し、結核患者を収容
昭和20年12月1日	終戦に伴い厚生省に移管され、国立東京第一病院小諸分院となる
昭和25年4月1日	国立小諸療養所と改称　国立菱野療養所を分院とする
昭和29年12月25日	菱野分院を閉鎖
昭和36年3月31日	精神病棟を併設
昭和38年4月1日	精神療養所に転換
昭和52年7月1日	重症児病棟併設
平成5年11月1日	老人性痴呆疾患治療・研修事業施設の指定
平成6年4月1日	研修施設群による精神科臨床研修病院
平成7年4月1日	老人性痴呆疾患治療病棟開設
平成12年4月1日	精神科救急病院
平成12年8月1日	応急入院指定病院
平成16年4	2020-12-08
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